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情報通信審議会 情報通信技術分科会 

技術戦略委員会（第１３回）議事録（案） 

 

第１ 開催日時及び場所 

 平成２８年１２月１５日（木） １５時５９分～１７時５８分 

 於、総務省第１特別会議室（８階） 

 

第２ 出席した構成員（敬称略） 

 相田 仁（主査）、近藤 則子、飯塚 留美、伊丹 俊八、岡 秀幸、片山 泰祥、 

 黒田 道子、佐々木 繁、平田 康夫、松井 房樹、三谷 政昭、宮崎 早苗 

 

第３ 出席した関係職員 

 (1) 総務省 

 金子 めぐみ（総務大臣政務官） 

 （大臣官房） 

 福岡 徹（総務審議官） 

武田 博之（官房総括審議官） 

 （情報通信国際戦略局） 

 谷脇 康彦（情報通信国際戦略局長） 

新田 隆夫（宇宙通信政策課長） 

 中西 悦子（通信規格課長） 

山口 真吾（技術政策課 企画官） 

山口 修治（通信規格課 企画官） 

 （総合通信基盤局） 

 杉野 勲（移動通信課長） 

荻原 直彦（電気通信技術システム課長） 

 

 (2) オブザーバー 

境野 哲（ＮＴＴコミュニケーションズ（株） 技術開発部ＩｏＴクラウド戦略ユニ

ット 経営企画部ＩｏＴ推進室 担当部長 ＩｏＴ・エバンジェリスト） 

参考資料１４－１ 



 -2- 

 益子 信郎（国立研究開発法人情報通信研究機構 理事） 

 中村 秀治（（株）三菱総合研究所 政策・企業・経営部門副部門長） 

 八木 康史（大阪大学 理事・副学長） 

 加納 敏行（日本電気（株）中央研究所 主席技術主幹） 

 宇佐見 正士（ＫＤＤＩ株式会社 技術統括本部 技術開発本部 理事） 

 布施田 英生（内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付参事官） 

（代理出席：日高 浩太（内閣府 政策統括官（科学技術・イノベーション政策担当）

付参事官付）） 

 榎本 剛（文部科学省研究振興局参事官（情報担当）） 

（代理出席：石田泳志 研究振興局参事官（情報担当）付情報科学技術推進官） 

 

 (3) 事務局 

 野崎 雅稔（情報通信国際戦略局 技術政策課長） 

 越後 和徳（情報通信国際戦略局 技術政策課 研究推進室長） 

 寺岡 秀礼（情報通信国際戦略局 技術政策課 統括補佐） 

 

第４ 議題 

（１）第２次中間答申以降の取組状況について 

（２）今後の技術戦略委員会の検討について 

（３）その他 

 

開  会 

 

○相田主査  それでは、定刻に少々早いようですけれども、皆様おそろいのようですの

で、ただいまから情報通信審議会情報通信技術分科会技術戦略委員会の第１３回会合を

開催させていただきます。 

 本日も、お忙しいところお集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 まず、本委員会の開催に当たりまして、金子総務大臣政務官からご挨拶いただけると

いうことでございますので、よろしくお願いいたします。 

○金子総務大臣政務官  皆様お疲れさまでございます。技術戦略委員会の再開に当たり
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まして、一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

 構成員の皆様には、大変お忙しい中、今日はご参集いただきまして、まことにありが

とうございます。 

 相田主査をはじめ構成員の皆様には、いつも活発なご審議をいただいておりますこと

を、重ねて感謝を申し上げるところでございます。 

 本委員会は、平成２６年１２月、「新たな情報通信技術戦略の在り方」の諮問を受けま

して、我が国のＩＣＴ分野の総合的な技術戦略についてご検討をいただいてきたと伺っ

ております。 

 昨年７月には第１次中間答申としまして、国やＮＩＣＴが取り組むべき重点研究開発

分野と推進方策を取りまとめていただきました。本年７月には第２次中間答申として、

スマートＩｏＴ推進戦略、次世代ＡＩ推進戦略等をお取りまとめいただいたところでご

ざいます。これまでのご尽力に改めて感謝、御礼を申し上げます。ありがとうございま

した。 

 総務省では、いただいたご提言を踏まえまして、国やＮＩＣＴにおける最先端の研究

開発と成果展開等に取り組んできたところでございます。 

 さて、超高齢化と人口減少が進む中で、多様な経済分野の発展基盤として、ＡＩの社

会実装の加速が喫緊の課題であります。世界との熾烈な開発競争が今、行われていると

ころだと受けとめております。安倍総理の指示を受けまして設置されました人工知能技

術戦略会議のもとで、総務省、文部科学省、経済産業省で連携をいたしまして、研究開

発目標と産業化ロードマップを策定しているところであります。 

 今後、労働力不足が深刻になる中で、人間とロボット等に搭載されるＡＩが対話をし、

共同社会を実現することが期待されるところでありますし、また、医療をはじめとしま

したさまざまな分野で人類の蓄積してきた知識をＡＩに正しく学習をさせて、新たな価

値を生み出すことが重要になります。このようなことを実現する言語処理技術や脳情報

通信技術等の次世代ＡＩ技術は、波及分野が大変広い一方で、難易度が極めて高いため

に、この分野で世界最先端の研究をリードしているＮＩＣＴの役割が非常に期待される

ところだと思います。 

 こうした状況を踏まえまして、技術戦略委員会における審議をここで再開し、このよ

うな次世代ＡＩ技術の社会実装戦略を検討していただければと願っております。また、

このようなＡＩに学習をさせ、価値を創出するための良質なデータを戦略的に確保する
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ための環境整備についても、ご検討いただければと思っております。 

 本日は、我が国のＡＩ研究の現状と各分野のデータ利活用についてのご紹介もいただ

くと伺っております。構成員の皆様におかれましては、今後ともぜひ精力的なご議論を

いただきますよう心からお願い申し上げ、冒頭のご挨拶とさせていただきたいと思いま

す。 

 今日はどうぞよろしくお願いいたします。 

○相田主査  総務大臣政務官、どうもありがとうございました。 

 それでは、本日の出席者につきまして、座席表がございますのでご参照いただければ

と思いますけれども、ただいま金子政務官からもございましたように、いろいろ説明い

ただくということで、オブザーバーといたしまして、ＮＴＴコミュニケーションズの境

野様、情報通信研究機構の益子様、三菱総合研究所の中村様、大阪大学の八木教授、日

本電気の加納様、ＫＤＤＩの宇佐見様にご出席いただいております。 

 それから、座席表で右のほう、総務省の関係部局からの出席及び下の段の右のほう、

内閣府、文部科学省の皆様にもオブザーバーとしてご出席いただいているということで、

オブザーバーの方におかれましても、質疑において積極的な発言をいただければ幸いで

ございます。 

 それでは続きまして、配付資料の確認を事務局からお願いいたします。 

○事務局  それでは、お手元にお配りしてございます配付資料の確認をさせていただき

ます。 

 一番上が議事次第となっておりまして、資料が１から８までの８点、それから、参考

資料といたしまして、構成員の皆様の名簿をつけさせていただいております。 

 不足等ございましたら、お申し出ください。 

○相田主査  よろしゅうございますでしょうか。 

 

議  事 

 

（１）第２次中間答申以降の取組状況について 

 

○相田主査  それでは、お手元の議事次第に従いまして議事を進めてまいりたいと思い

ますけれども、まずは、「第２次中間答申以降の取組状況について」ということでござい
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ます。 

 それに関しましては、資料１３－１、１３－２、１３－３ということで用意いただい

ておりますので、これらを全てご紹介いただいた後、まとめて意見交換ということにさ

せていただきたいと思いますけれども、まずは、「人工知能技術戦略会議の取組状況」に

ついてということで、資料１３－１につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

○越後研究推進室長  事務局の研究推進室長の越後でございます。 

 「人工知能技術戦略会議の取組状況」について、説明をさせていただきたいと思いま

す。資料１３－１でございます。 

 まず、１ページでございます。この人工知能技術戦略会議でございますけれども、本

年４月に開催された第５回「未来投資に向けた官民対話」で、総理の発言により設置さ

れているところでございます。人工知能の研究開発目標と産業化のロードマップを本年

度中に策定するという方向で検討が進められているものでございます。 

 続いて、２ページでございます。この会議の下に研究連携会議と産業連携会議が設置

されまして、人工知能技術の研究開発成果の社会実装を加速化するということで３省連

携で取り組んでいるところでございます。 

 改めて、体制ですけれども、３ページ目でございます。日本学術振興会の安西議長を

はじめとしまして、産、学、国研で構成されているところでございます。また、４月以

降、社会実装、連携協力の観点から厚生労働省、農林水産省、国土交通省が、一番下に

書いていますけれども、参加している。ここが新たなポイントでございます。 

 続いて、４ページでございます。まず、検討の状況でございますが、産業化のロード

マップの原案策定に向け、――年度末までにつくるんですけれども――作業中でござい

ます。ここでは、さまざまな分野がありますけれども、社会課題として喫緊の解決が必

要などとの観点から、当面の検討課題として、ここに掲げられています、生産性、健康、

医療・介護、空間の移動――この空間の移動というのは、自動運転を含めた、人の移動

も含めてのことなんですけれども、この４つのテーマが選定されているところでござい

ます。 

 これらのテーマについて、それぞれ社会課題を４ページのとおり特定をしまして、次、

５ページなんですが、これらのテーマについて短期、中期、長期の取り組みを具体化し

て作業を進めているという状況でございます。 

 ここに例として、５ページ、６ページにそれぞれ、医療・介護、空間の移動を挙げさ
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せていただいていますけれども、まだ中期、長期の間をどうするかも含め、まだ議論中

でございますが、現時点でここまで議論しているというものでございます。 

 続いて、７ページでございますが、産業ロードマップ以外のその他の議論としまして

は、まず、研究開発目標については、研究重点方針に従い、ロードマップで掲げる社会

課題を踏まえまして、３機関の役割分担と連携を明確にして、研究開発目標の策定を進

めているという状況でございます。また、ほかの検討状況ですけれども、産業連携会議

では、ロードマップの実現に向けまして、人材育成、データ整備・提供＆オープンツー

ル、それから、ベンチャー育成・金融連携について、タスクフォースを設置しまして、

具体的な検討が進められている状況でございます。 

 最後、８ページでございます。これは３省連携の体制でございますけれども、大ざっ

ぱに申しますと、原則、経済産業省が応用分野、文部科学省は基礎分野を担当していま

す。総務省は、従来から研究を行っています脳情報通信、それから、音声認識、多言語

音声翻訳、社会知解析の自然言語処理関係、これらの役割を基礎から応用まで担ってい

るというところでございます。 

 簡単ですが、以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 先ほど申し上げましたように、資料１３－３までご説明いただいてから、まとめて意

見交換とさせていただきたいと思いますけれども、何かこの場で確認しておきたいとい

うようなことはございますでしょうか。 

 では続きまして、資料１３－２につきまして、産学官によりＩｏＴ関連の開発・実証

を推進するために設置された、スマートＩｏＴ推進フォーラムのＩｏＴ人材育成分科会

において、ユーザー企業等の人材育成、データ利活用を推進する活動が行われていると

いうことでございますので、同分科会の中心メンバーであるＮＴＴコミュニケーション

ズの境野様から、ご説明をお願いしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（境野）  私のほうからは、データを活用するため

にどういう課題があるのかといったようなことを、ユーザー企業の視点からお話しした

いと思います。取り組み事例を交えながらお話しするのと、ＩｏＴ人材育成分科会の活

動状況と今後の期待についてお話ししたいと思います。 

 次のページに、なぜいまデータサービスが必要なのかと書いてありますが、３ページ



 -7- 

目にありますように、いろいろな要因がございます。特に①と②の多品種少量のオンデ

マンド供給が必要とされているということと、モノのアフターサービスの高付加価値化

というのが非常にニーズとして高まっているというのがあります。このために、リアル

タイムに詳細なデータが欲しいというユーザーが増えてきています。 

 次の４ページ目に事例を書いたんですけれども、製造業も農業もオンデマンドの供給

が求められるということで、こちらは通信機器メーカーの例ですけれども、３０日以内

にお客様の要望するカスタマイズ製品を世界中どこへでも供給するというようなサービ

スを始める場合に、世界中にある工場のどこに生産させれば最も安く、早く、確実に、

不良品を出さずに提供できるかということを、現場ですぐ判断を求められるような状況

になっています。 

 必要なデータの例としましては、ここに書いてありますように、過去の操業データだ

けではなくて、障害の発生状況とか人員の配置状況、配送コストが幾らかかるかという

詳細なデータが必要です。工場長から見ますと、こういうデータを供給しておかないと、

自分のところに仕事が回ってこないという状況になっています。 

 次の５ページ目は、アフターサービスのことですけれども、最近の装置、機械は非常

に複雑なものが多くて、メンテナンスも大変になっているということで、メーカーさん

に対して、ユーザーを支援するサービスをつけてほしいということが当たり前になって

きています。自動車なんかの例でいいますと、過去の運転履歴をもとに必要な情報を能

動的に提供するようなサービスが求められてくると考えています。 

 事例を次に説明したいと思います。データ解析、特にDeep Learning、人工知能を使っ

た事例ですけれども、７ページ目にありますように、Deep Learningというのは人の神経

回路をまねた新しいニューラルネットワークのことでございます。データをインプット

すると、アウトプットが自動的に出てくるというようなものです。 

 次のページに書いてありますように、情報を認識する精度、画像を見てそれが何の写

真かを判定する精度が、もはや人間を超えていると言われています。ただ、一番下に書

いてありますように、解決したい課題が何なのかということと目標を明確化しませんと、

技術をただ持っていても宝の持ち腐れになりますので、課題の明確化が非常に重要にな

っています。 

 次のページに書いたように、チャレンジしたい目標を、まずお客様、ユーザー企業は

明確にした上で、その課題解決に必要なデータを探し、集めてくる。そこで初めてデー
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タ解析、人工知能の技術が必要ということで、データを生かすには、ビジネスのセンス

とか長期的な事業ビジョンが必要と考えています。 

 以下、事例を簡単に説明したいと思います。 

 １１ページ目にありますのは、工場の設備のリモート保守ですね。設備機械を世界中

に輸出しているような会社さんが、自社の装置を予防保全、リモートメンテナンスする

ために、国内外の工場から生産の実績／計画データ、操作のログデータ、異音を検知し

たデータといったようなセンサーデータを集めまして、アラートを出せるようにする。

これは将来的には、２４時間３６５日、故障しないようなマシンを供給するサービスに

していくということを考えている装置メーカーさんが多くなっています。 

 次の１２ページ目は農業の事例です。リンゴの生産農家さんが生産の効率、品質を向

上させたいということで、農場ハウスの水分、温度、ＣＯ２のデータを集めまして、そ

れを解析することで、生育環境、生育状況に合わせたアラートを出し、制御していくと

いうサービスを提供されようとしています。将来は、これを全て自律的にやって、お客

様が必要な時期に収穫をして提供できるような、自律制御のできる植物工場を目指して

いる農業機械メーカーさんが多くなっています。 

 １３ページ目は、化学プラントの例ですけれども、センサーが故障して異常値が出て

いるのか、反応炉の中が実際におかしな状況になっているかを見分けるのが、人間では

なかなか難しいということで、人工知能を使って５０種類のデータを解析し、推定値と

実測値を比べることで、その差が一定以上大きければセンサーが故障しているというこ

とで、異常な値に惑わされないで済むという事例です。 

 次のページは、それを応用して製品の品質を安定化させようということで、２０分後

のガスの濃度の変化を予測して、もし不良品が発生しそうであれば事前に手を打って、

良品だけが発生できるように修正をしていくという応用が既に可能になってきています。 

 １５ページ目は、業務用車両の交通事故を減らそうということで、現状は、ドライブ

レコーダーの映像を人が目で見て、危険なシーンがないかというのを見ているんですけ

れども、非常に時間がかかるということで、次のページにありますように、ＡＩを使っ

て速度、加速度データと映像のデータを両方、人工知能に突っ込みまして、危険なシー

ンだけを抽出するということが精度８５％でできるようになっています。そのシーンだ

けを見るということで、非常に楽な検査ができるようになってきました。 

 事例の最後、１７ページ目は、私どもＮＴＴのデータセンターのエネルギー、空調の
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電力の無駄を削減しようということで、過去のデータから、空調の吹き出しの出力と実

際のサーバーラックの中の温度の関係というのを学習しまして、３０分後の温度を正確

に予測できるようになっています。これを応用して、無駄な電力を使わずに必要最小限

の空調で済ませるようにすることができる。こういういろいろな事例が今、出てきてい

ます。 

 以上、いろいろな事例をお話ししたんですけれども、背景にありますのは、次の１８

ページ目に書いてあるように、私ども産業界を取り巻く環境が変わってきているという

ことで、今は、ヒト・モノ・カネに加えて、データ・ソフト・サービスというのをいか

に高度化させるかというのが競争の源泉になっています。下に赤い字で書いてあります

ように、データを使ってソフトウエアを使い、価値ある知恵に変えられるサービスを生

み出す会社だけが利益を得られるという状況になっていると思います。 

 それを踏まえまして、次のページにある必要なスキルということで、まず、冒頭にも

話したように、課題を見つけてビジネスモデルを考えるというセンスが必要です。それ

をもとにＩＣＴのデザインをして、データを解析し、ＩＴとＯＴ、制御系のシステムを

統合して全体のサービスをデザインしていく、こういう人材が必要になってきていると

思います。 

 その次のページは、産業分野だけじゃなくて、ＩｏＴ、人工知能を活用できる分野は

もっとたくさんあると思っていまして、地球温暖化、気候変動、食糧の不足、鉱物資源

がなくなってくる、貧困、テロといったような問題にもＡＩを活用できるんじゃないか

ということで、マクロ的な観点でいろいろな応用分野を考えていきたいなと思っていま

す。 

 後半のほうで、活動の状況をお伝えしたいと思います。 

 ２２ページにありますように、今、体制としては、上智大学の服部先生をはじめ、ご

覧のようなメンバーで委員会を構成し、活発に議論を行っているところでございます。 

 次の２３ページ目にありますように、特にユーザー企業におけるＩｏＴの機器を、無

線を使って活用できる人材を育てていこうということで、そのための準備を今、進めて

います。電波を有効利用する観点からも、ＩｏＴを活用できる人を育てていこうという

ことで、どういうスキルセットが必要かというのを今、委員会の中で話し合いまして、

スキルセットの項目表みたいなものを出しているということです。それを分野ごと、地

域ごとに講習会、セミナーのようなことをやって、体験学習も含めて、ＩｏＴ、無線機
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器の使い方を皆さんに覚えてもらおうという取り組みを進めようと考えています。 

 次の２４ページ目は、そういったユーザー企業の方だけではなくて、若手の人材とか

起業をするような方々とマッチングする場をつくりまして、ハッカソンのような形で、

実際に手を動かしてＩｏＴを活用し、モノをつくってみる体験をするような場をつくり

たいなと思っています。分野としては自動車、農業、医療、ヘルスケア、いろいろな分

野が考えられると思います。電波、無線を使いまして実際にシステムを動かしてみると

いうことで、ユーザー業界の方にＩｏＴを使った新しいサービスとかビジネスを考える

きっかけを提供したいなと思っています。 

 最後の２５ページに、分科会への期待を書きました。私ども、いろいろなユーザー企

業の方と日ごろお話ししていますけれども、一番大事なことは、やはり体験学習、実際

に手を動かして、モノを使ってみるということです。ＩｏＴを活用するとどんなメリッ

トがあるのかというのを体感できる場を提供して、導入の検討に必要な基礎知識を授け

つつ、成功事例も学んでもらって、サービスをどうやって選び、つないで利用していけ

ばいいのかというのを体感してもらうということです。 

 ４番目に書いたように、サイバーセキュリティー対策、安全対策というのが非常に大

事ですので、実際にどんなことが起きてしまうのかという怖さを認識してもらいつつ、

自分の会社ではＩｏＴをどうやって活用していけばいいのかということを考えてもらえ

るような、ハッカソンを通じた体験学習の場をつくっていきたいと考えております。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 ただいまのプレゼンテーションに関して、この場で確認しておきたいというようなこ

とはございますでしょうか。 

 それでは続きまして、もう一件、本年１１月に設置された宇宙×ＩＣＴに関する懇談

会では、衛星データ利活用によるビジネスイノベーション創出等を目指した宇宙とＩＣ

Ｔの連携方策等が検討されているということでございますので、本日は、懇談会の検討

状況について事務局から説明いただけるということで、よろしくお願いいたします。 

○新田宇宙通信政策課長  総務省宇宙通信政策課長の新田と申します。 

 資料１３－３で、総務省が開催しております宇宙×ＩＣＴに関する懇談会の検討状況

についてご紹介いたします。 

 １ページ目でございますが、懇談会の議論の背景といたしまして、宇宙市場の現状に
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ついてご紹介したいと思います。左にございますとおり、世界の宇宙産業は全体で２２

兆円ということで成長産業、年成長率３％となっております。右の円グラフに官民の需

要の割合が書いてございますが、世界的には７０％が官需要、３０％が商用ということ

で、比較的官に依存する産業だと言えます。その隣に日本の状況がありますが、日本の

場合はさらに官の依存度が強くて、９割が官需となっております。このため、最近、政

府内におきましては、宇宙分野の１０％の民間需要をもっと拡大して、宇宙産業全体を

活性化できないかといった議論があるわけでございます。 

 次のページをごらんいただきたいと思います。世界の宇宙機器企業の一覧でございま

すが、基本的には、ロッキードとかボーイング、エアバスといった欧米系の企業が上位

を占めてございまして、日本の三菱電機が第１９位という状況で、少し後塵を拝すると

いう状況でございます。 

 次の３ページ目でございます。最近の世界におきます宇宙関連産業の新たな動きをま

とめてございますが、従来の宇宙関連企業以外にも、最近、ＩＴ企業とかベンチャー企

業といったところが新たに宇宙産業に参入してきているという状況でございます。特に、

右下にお示ししておりますグラフにありますとおり、世界的には、例えばグーグルのよ

うな大手のＩＴ企業が宇宙分野のベンチャー企業に投資を向けているという状況にござ

います。 

 ４ページ目をごらんいただきたいと思いますが、最近の通信、リモートセンシング衛

星の新たなサービスの例についてご紹介しているものでございます。左側につきまして

は、低軌道、中軌道に数百機レベルの超小型の衛星を打ち上げて、メガコンステレーシ

ョンを構成して、インターネットの提供されていない地域にもブロードバンドサービス

を提供するといったサービスが開始されており、あるいは右側のほうには、同じくコン

ステレーション衛星を構成いたしまして、地球の画像をリアルタイムで撮像するといっ

たサービス、これはグーグルなどの出資会社が提供しているということで、こういった

動きから、今後、宇宙からのリアルタイム画像というデータも増加していく傾向が予想

されるわけでございます。 

 次の５ページ目をごらんいただきたいと思います。日本のベンチャーの動きとして、

日本でもロケットの打ち上げ、あるいはリモートセンシング衛星の分野でベンチャーの

動きがあるという状況でございますし、最近、ＣＭでも見ますが、月面探査機のレース

に参加するということにより、広告ビジネスを展開するといった動きもあるわけでござ
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います。 

 ６ページ目をごらんいただきたいと思います。これは、我が国の民間企業の宇宙産業

への新規参入という動きがある中、これは政府全体としても、法制度で環境整備を行う

という動きでございまして、今臨時国会で承認されまして、１１月１６日に公布された

宇宙関連２法と呼ばれるものでございます。 

 宇宙関連２法は、上の段にございますとおり、事業者は、例えば人工衛星の打ち上げ

とか管理といったものを安全かつ適切に行えるのかということを、技術的に審査して許

可を与えることを内容とする宇宙活動法と、その下の段にございますとおり、これは主

に安全保障の観点でございますが、分解能の高いリモートセンシング衛星の画像が、テ

ロリストだとか危険な国家といったところに渡らないように適正な扱いを求めるという、

衛星リモセン法の二つの法律を整備しているところでございます。これとあわせて、宇

宙産業ビジョンと呼んでいる、我が国の宇宙産業を拡大するという戦略をつくろうとい

った動きを行っております。 

 ７ページ目で、主に欧米におきます衛星データの利活用に関する動向について、簡単

にご紹介したいと思います。 

 アメリカですが、オバマ政権が発足しました２００９年からオープンガバメントに取

り組んでございまして、これを受けまして、例えば、Data.gov上でオンラインで無償公

開を行って、なおかつ、機械判読可能な政府のデータを提供していこうということを受

けまして、商務省におきましては、商務省傘下のＮＯＡＡと呼ばれている米国の海洋大

気庁が、いわゆる気象データ、ビッグデータを提供しようということで、クラウドプラ

ットフォームの提供技術について、米国のＩＣＴ企業５社、アマゾンとかグーグルとい

ったところと連携をしようという発表をしているところでございます。 

 ８ページ目でございます。ヨーロッパでも似たような取り組みをやっておりまして、

コペルニクス計画という、これはヨーロッパの地球観測衛星とか地上系のセンサーから

取得されるデータを、これも統合して無償で公開しようといった動きがあります。ヨー

ロッパのほうでも、一番下の段にございますとおり、観測衛星のデータプラットフォー

ム開発を民間と組んでやろうということで、民間のＳＡＰという企業と提携して、クラ

ウドプラットフォームを提供しようといった動きがあるところでございます。 

 次の９ページ目では、最近の宇宙分野のデジタルビジネスの事例について、ご紹介し

たいと思います。 
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 ９ページ目は、衛星画像から得られます小売店舗の駐車場の車両データの解析を行っ

て、マーケット情報を分析しようという取り組みでございまして、衛星画像をＡＩ解析

を行いまして、例えば駐車場に車両がどれだけいるかということを自動的に解析して算

出するということを行いますと、例えば、黄色と赤と緑の表がありますが、全体的には

景気後退している地域においても、アパレル関係だけは客足が伸びているという、成長

傾向にあるマーケットは何かという分析ができるということで、小売業とか、ゼネコン

とかディベロッパーにとっては貴重なデータとなっているものでございます。 

 １０ページ目、２つ目の事例です。こちらはオイル貯蔵量に関する情報分析でござい

ます。オイルタンクは、備蓄量に応じまして天井が上下するという仕組みになっており

ますので、上から見ると備蓄量がどれだけかというのが推定できるというものでござい

ます。緑色と黒色で折れ線グラフがありますが、緑色が衛星から解析された備蓄量の推

定量、黒が実際の量でございまして、ある程度、一定の推定ができているということで、

こういった衛星を経由した分析結果というのは、エネルギーの業者とか防衛関係者、エ

ネルギーのコンサル業者にとってはとても有用なデータだということが言えます。 

 次の１１ページ目で、もう一つ、水資源の分析の関係でございます。こちらも光学の

衛星画像のスペクトルデータから、水の存在する場所と存在しない場所というのをＡＩ

で解析を行いまして、水資源の貯水量を推定するということで、こちらも折れ線グラフ

の緑色が推定結果で、おおむねいい結果が得られています。こういった分析結果は、こ

れも水資源の価格を決定する水市場の調査会社とか金融機関、政府系機関にとっては有

用なデータとなります。 

 １２ページ目でございます。こういった背景を踏まえまして、総務省におきまして宇

宙×ＩＣＴに関する懇談会というものを立ち上げまして、中段にございますように、宇

宙×ＩＣＴが実現する新たな社会像でありますとか、実現するために必要な研究課題と

いったもの、あるいは、国、ＮＩＣＴにおける役割ということを検討する予定となって

おります。 

 次のページは構成員の一覧でございまして、いわゆるユーザー系と宇宙の専門系、研

究者系、両方集う場所となっておりまして、技術のシーズとニーズをマッチングできる

ようなディスカッションをしたいと考えております。 

 最後に、１４ページ目の懇談会の検討イメージでございます。通信分野、リモートセ

ンシング分野、時空計測分野、宇宙環境分野というところとＩＣＴを組み合わせて新し
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いイノベーション、価値の創造を検討していこうというもので、特にデータの利活用と

いう意味では、例えば、ＮＩＣＴにおいて保有されております大規模テストベッドを活

用いたしまして、宇宙のデータと他のＩｏＴデータとを連携させた新しいサービス、ア

プリケーション、イノベーションを創出するようなオープンな環境提供のあり方といっ

たものなどについても、方策として検討したいと考えております。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまいただきました３件のご説明につきまして、ご質問、ご意見等ご

ざいましたらお願いしたいと思います。先ほども申し上げましたように、本日おいでい

ただいていますオブザーバーの方も、ぜひ遠慮なくご発言いただければと思います。 

 では、すみません、私から。３件目のこれ、聞き逃したかもしれないんですけれども、

この懇談会自体はどこに設置されたという形になっているんでしょうか。 

○新田宇宙通信政策課長  これは情報通信審議会とは別に、総務副大臣が主催する懇談

会として、総務省が事務局を行って設置しているというものでございます。 

○相田主査  総務省の下に置かれたということですね。 

○新田宇宙通信政策課長  そうです。 

○三谷構成員  １つよろしいでしょうか。ＩｏＴ人材育成ということで、ＩｏＴに特化

した単独的な人材育成を議論されているようですが、今日、お話を伺っていると、全体

的な技術戦略としては、ＡＩを何とか導入した形で、データをいかに活用していくのか

というのがポイントであるというようなお話がございましたが、そうしますと、ＩｏＴ

の人材育成の中に、ＡＩ教育と融合させるような、もっとハイブリッドな人材を養成す

るような形にならないと、これまで単独でやって、日本は何となくそれが弱みで、要素

はできるけれども、全体にインテグレーションするとなると難しいねというような議論

があったと思いますので、やはりこのタイミングで、日本の強みを最大限につくってい

くのには、ＩｏＴ人材プラスＡＩというような育成の方向を何か考えるべきではないの

かなということを思いました。 

 それから、ＩｏＴというと何か古い感じが最近しておりまして、インターネット・オ

ブ・シングズで、モノがネットにつながればいいのというふうなことではなくて、どう

も、ＡＩ志向であるのであれば、Ｉというのは、例えばインテリジェンスと。インテリ

ジェンス・インターネット、アイスクエアといいますか、Ｉ２ｏＴとか、斬新なネーミ
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ングを打ち出して、さらなる進化を遂げてもらいたいと。 

 このような方向にならないと、せっかく今日、技術戦略ということでやっているわけ

ですけれども、新たな機軸というか、皆さんがあまり気づいておられないようなポイン

トを打ち出すというようなことをご検討されたらいかがかなと思いました。 

 以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 境野様のほうからコメントございますか。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（境野）  ＩｏＴとＡＩが一体になっているという

のは、まさにそのとおりだと思います。私どものお客様からも、データ解析とセットで

ＩｏＴを提案してほしいと言われます。つなぐだけではだめで、データを解析して、そ

れをサービスの現場にフィードバックするという仕組みが求められています。 

 人材育成分科会の中で、この１年でどこまでできるかは別として、テーマ設定として

は、データ解析もセットにして、人を育てていく。それが、コンサルティングも含めて、

業務支援ができる人を育てるというのが大事だと思います。技術とかソフトウエアだけ

ではなかなか大きな価値を生み出せなくて、人間が提供するサービスをセットして初め

てお客様がお金を出しますので、人をいかにたくさん育てるかというのが大事かなと思

います。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

○片山構成員  人材育成の話で、今のＡＩと絡む話もあるんですが、非常に大事だと思

って、２５ページで、人材育成分科会への期待というところで、とにかく場を提供する

というところが二、三、出てくるんですけれども、そういう場をどうつくるかというこ

とについては、分科会のほうではこういう方向みたいなことは、何かご議論はされてい

るんでしょうか。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（境野）  人材育成をする場としては、具体的にま

だ結論は出ていないんですけれども、私ですとか委員の方から出ているアイデアとして

は、いろいろな業界の人が集う場をつくって情報交換、アイデアディスカッションをす

るというのが人材を育てるために非常に重要である。さらに日本国内の人だけではなく

て、海外でＩｏＴを活用している人、ＡＩを活用している人に、どのような課題を持っ
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て何をやっているのかというのを聞く、それによってセンスが磨けるんじゃないかとい

う話が出ています。 

 それから、こういう取り組みについては、いろいろな業界の団体の方が独自に取り組

まれている事例もありますので、学識経験者とかベンダー側だけではなくて、人材育成

をやっているセミナーを開いている団体、会社といったところと体験学習プログラムを

一緒に設計していくといいんじゃないかという話が出ています。 

 これはまだ結論も出ていませんので、いろいろ幅広く皆様からアイデアを募って、ど

ういうやり方をすると早く効果的に人を育てられるかというのを検討していきたいと思

っています。 

○相田主査  よろしゅうございますでしょうか。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

○ＫＤＤＩ（株）（宇佐見）  ＫＤＤＩの宇佐見でございます。オブザーバーで参加させ

ていただいております。 

 今のＡＩを活用したデータビリティについての人材育成、これは非常に重要だと思っ

ております。三谷先生がおっしゃられたように、ほんとうにＡＩとＩｏＴデータを直結

したような高度な話ももちろん重要ですけれども、一方、データビリティの語源がレス

ポンシビリティとサステナビリティだとすると、やっぱりデータ解析、ＩｏＴ、ＡＩを、

人材育成に加えて広く普及するという必要も、重要かなと思っておりまして、そのＩＣ

ＴとかＩｏＴをもっと平易な形で使える状況、それによってまた人材育成を確保してい

く。ＩｏＴアプリケーションをある程度普遍的なパッケージ化にするような取り組みも

必要かなと思っておりまして、私ども、一つの方向性としては、ウエブ・オブ・シング

ズのウエブレイヤーで簡単にＩｏＴを組めるような、しかも、それであらゆるデータを

とれるような世界観も必要かと思っております。 

 もう一つ、データビリティのレスポンシビリティのほうですけれども、広くＩｏＴデ

ータを集めるためにも、特にＩｏＴデータのプライバシー、個人情報の問題をどう解決

して社会的なコンセンサスを得ていくかということが重要だと考えておりまして、その

ために、簡単にプライバシー保護を実現する仕組みが広く認知されていくことが重要か

と思っております。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 
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 ほかにご意見等、いかがでございましょうか。 

○宮崎構成員  宇宙×ＩＣＴという懇談会についてなんですけれども、今までどちらか

というと、宇宙産業というのはハードのイメージも強かったので、ＩＣＴと融合させて

いって産業へ発展させていくというのは非常に重要なことかなと思っています。 

 検討スケジュールを見ますと、今年１１月に立ち上がって、来年７月に最終取りまと

めということなんですけれども、着地点をどの辺に持っていっているのか。それから、

その後、例えばどういう展開でこの懇談会を進めていって、最終目的までたどり着こう

としているのかというところについて、お伺いしたいと思います。 

○新田宇宙通信政策課長  この宇宙×ＩＣＴ、もちろん総務省としては、宇宙分野のＩ

ＣＴ利活用によるビジネスの拡大、活性化ということを念頭に置いておりまして、一方

で、これは先ほど簡単に紹介したんですが、政府全体では、内閣府のほうで宇宙産業ビ

ジョンという、こちらもＩＣＴに関係なく、例えばロケット打ち上げビジネスでありま

すとか、もちろん宇宙のデータ利活用も含めて、そういったものを産業に広げていきた

いといった戦略を今、検討しているところでございます。 

 こちらの政府全体の宇宙産業ビジョンは、来年４月に一定の取りまとめを行う予定と

しておりまして、総務省は、政府全体の動きと連動して、特にＩＣＴを活用した宇宙の

ビジネス全体、この委員会の関係で申しますと、衛星のデータ利活用の拡大、それから、

ＩｏＴとかほかのデータとの連携をいかに進めるのか、そこには、例えばデータフォー

マットが世の中ばらばらなので、その状況を踏まえて、どういうふうに課題を解決する

のか。 

 それから、もちろんヨーロッパとアメリカでもデータフォーマットが違ったり、一方

で、そういった中で、先ほどもちょっと紹介いたしましたけれども、民間企業と組んで、

例えばストレージとデータ解析ツールを、例えばアマゾンが提供しますので、そこでソ

リューションを見つけるようなことを検討しているという中、総務省としては、民間と

の連携、それから、ＮＩＣＴは大規模なテストベッド、クラウド環境を持っております

けれども、こういったリソースを使って、ＩＣＴを使った宇宙データの利活用にどうい

うふうに貢献できるのかということを目指して検討していきたいと考えております。 

 この中では、中間取りまとめを３月と書いてございますけれども、先ほども申しまし

た来年４月の宇宙産業ビジョンに連携させることを想定して、３月の中間取りまとめの

中に、着地点まで行けるかどうかわかりませんけれども、ある程度の方向性を込めたい
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と事務局としては考えているところでございます。 

○相田主査  よろしゅうございますでしょうか。 

 ちょっと私からありまして、そういうタイムスパンで考えるということになると、や

はり基本は、既に計画されている衛星から得られるデータの活用ということで、もっと

こういう衛星を上げたらいいんじゃないかとか、そういうところまでは踏み込まないと

考えてよろしいんでしょうか。 

○新田宇宙通信政策課長  実は、ここではデータ利活用のことを中心に申し上げました

けれども、おそらく課題の中では、例えばリモートセンシング衛星であれば、もっと軽

量でいろいろなものを、例えば大気の環境負荷物を観測できるとか、そういったものの

センサーというのはどういうものを開発すればいいのかということなども、例えばテラ

ヘルツリモートセンシング技術などはそういったものに当たるかと思いますが、そうい

う技術開発のあり方についても、この懇談会で議論していただくということを今のとこ

ろ想定しております。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。 

○黒田構成員  一番最初の人工知能技術戦略会議の８ページ目なんですけれども、総務

省と文科省と経産省が３省連携体制というので、研究開発を進めていくというふうに理

解いたしました。 

 それで、せっかく３省が連携体制をとるということなんですけれども、どういうふう

にして連携体制を進めていくかというところと、それから、各省の得意分野というのが

ありますけれども、そこをどういうふうにうまく生かしていくかというあたりを教えて

いただきたいんですけれども。 

○相田主査  では、お願いします。 

○越後研究推進室長  まさにその部分を人工知能技術戦略会議で議論しているところで

ございまして、一例としては、どのような研究分野について研究機関がプロジェクトと

してやっていけるかというようなことを検討しているわけでございます。 

 これはまだ答えが出ていないところで、今日、途中の段階でご紹介させていただきま

したけれども、年度末までに研究開発目標、それから、ロードマップについて示してい

くことになろうかと思っております。 

○黒田構成員  せっかくこれだけのメンバーが集まっていらっしゃいますので、有効に

生かしていただきたいと思います。 
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○相田主査  よろしゅうございますでしょうか。 

○近藤構成員  境野様の資料の１５ページに、社用車の交通事故を減らしたいという事

例があるんですが、実は、ドライブレコーダーの記録が高齢者の免許返上に大変貢献し

ているという事例を、福井県や岩手県のを伺っています。これはすばらしい事例なので、

ぜひ全国で普及していただけるように、総務省の戦略会議からもプロモーションしてい

ただけると、家族からは、免許返上したらというのはなかなか言い出しにくいので、ド

ライブレコーダーの記録を見るとご自身で自覚するというのは、とてもすばらしい、ほ

んとうに人工知能様様でございますので、ぜひ推進していただけたらと思います。 

 以上です。 

○相田主査  よろしゅうございますでしょうか。 

 

（２）今後の技術戦略委員会の検討について 

 

○相田主査  それでは、次の議題に参りたいと思います。 

 「今後の技術戦略委員会の検討について」ということで、本日は３名のオブザーバー

の方にプレゼンテーションをお願いしておりますので、その後、事務局から技術戦略委

員会の今後の検討についてご説明いただくということで、また、４件のご説明を受けて

から、まとめて意見交換をさせていただきたいと思います。 

 まず初めに、我が国の情報通信分野を専門とする唯一の公的研究機関である、「ＮＩＣ

Ｔにおける人工知能関連技術の社会実装と外部連携の取組状況」についてということで、

ＮＩＣＴの益子様からご説明いただけるということですので、よろしくお願いいたしま

す。 

○情報通信研究機構（益子）  それでは、ＮＩＣＴ、情報通信研究機構の人工知能関連

の技術の社会実装について説明したいと思います。あわせて、１８ページ以降に、ＮＩ

ＣＴの人工知能に関する実力、それから、社会実装に対するさまざまなデータが載って

おりますので、手元の参考資料で見ていただきたいと思います。 

 ２ページ目をお願いします。ＮＩＣＴは、ここに示しますように、５本の柱を立てま

して、今年４月から新しい中長期計画をスタートしております。この中で、人工知能と

いう部分は全般的に使われていますが、特に強く使っている部分として、「創る」という

データ利活用基盤分野というところに重点的になっております。 
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 次のページをお願いします。ＮＩＣＴの人工知能のターゲットとして幾つかあります

が、先ほどの５本柱に対応しまして、それぞれの分野で、それぞれの人工知能がこのよ

うに開発されております。ＮＩＣＴの人工知能の特徴といたしましては、真ん中に書い

てあります大規模データを中心として、それを解析して社会に適用しようというタイプ

のものであります。 

 スライドの次をお願いします。この大規模なデータというのが、公的機関でなければ

とることができないようなデータ、あるいは公的機関がやるべきデータというのに着目

いたしまして、幾つかの大きなビッグデータを集めており、それを分析に使っていると

いうような形になっております。集めたビッグデータを基盤技術の開発として、使える

状態にし、それを分析し、社会システムに実際に実装して、さらにデータを集める、こ

のサイクルを回す努力を今中長期計画からやっております。 

 代表的なビッグデータとＡＩ利活用の例を、下に４つほど示しております。本日は、

この中から特に代表的な例といたしまして、真ん中のＷｅｂやＳＮＳなどのテキスト（自

然言語）データに基づきますＡＩ研究、それから、脳に起因するｆＭＲＩによる高次脳

機能計測データに基づく取り組み、それから、サイバー攻撃に対するデータの取り組み

ということで紹介したいと思います。 

 スライドの次をお願いします。これは、総務省と連携してやっています大きなプロジ

ェクトでありますが、ＧＣＰ、グローバルコミュニケーション計画ということで、言葉

の壁をなくして、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向けて社会実装をし

ようというプロジェクトであります。このプロジェクトは、図に示しますように、中央

にあるオレンジ色のところで、コア技術とそれを社会でどう使うかという実装の研究に

大別されております。 

 ＮＩＣＴでは、この中で、ＡＩ研究を含めた大規模なデータを収集することと解析す

るという部分を、みずから研究部隊ということで、オレンジ色のところで各企業１２社

から２０数名の研究者、技術者を集結させまして、ジャパンエンジンとしてつくってお

ります。そうしてつくられた翻訳エンジンは、このようにさまざまな場面で、医療であ

りますとか、接客でありますとか、メガホンヤクのような大衆の災害時の対応であると

か、そういったものに適用するための実証実験を行っております。ちなみに、これに協

賛していただける企業といたしまして１５２社が参加した協議会を設置しまして、社会

実装の取り組みを行っております。 
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 スライドの次をお願いします。次に示しますのは、自然言語処理、社会全体の知を分

析するという技術であります。ＮＩＣＴでは、ツイッターやウエブの上に流れています

日本語のさまざまな情報を社会知と呼びまして、これを分析することによってさまざま

な有用なデータを抽出する技術を開発しております。ＷＩＳＤＯＭ Ｘという名前で現在

公開されています。 

 この技術を中核にいたしまして、耐災害のときのための分析システム、ツイッターを

分析するというシステム、ＤＩＳＡＡＮＡという装置、それから、それをさらに要約し

て、どういう対策をとったらいいかということで、Ｄ－ＳＵＭＭという装置、この３つ、

いずれも現在、ウエブ上で公開しております。先日行われた、熊本の震災などでも活用

されております。さらにこの中で、現在ではＷＩＳＤＯＭ Ｘから派生した技術として、

今中長期計画では、専門的な文章の解析及び対話システムを開発するということで、さ

らに進化を遂げています。 

 スライドの次をお願いします。その対話システムが今、さまざまな企業から最も注目

を集めておりまして、これまでもさまざまな対話システムというのがありますが、ＮＩ

ＣＴで開発しようとしている対話システムというのは、過去のある文章を既に覚え込ま

せて、その中から選ぶという対話システムではなくて、背後に、ウエブから得られた非

常に大きな知識を持った対話システムです。ですから、対話の内容に非常に深みがある、

博学であるというのが特徴であります。また、ウエブ上のクローニングといいまして、

毎日２,０００万ページをそこに追加しておきますので、タイムリーな情報を博学で出し

ていくという特徴があります。 

 ここに示しますのは、晩ご飯の対話の様子だとか、イギリスがＥＵから離脱するとき

の対話であるとか、現在のＷＩＳＤＯＭ Ｘで、既にこの程度の会話ができるレベルまで

達しております。 

 スライドの次をお願いします。次に示しますのは、脳を使った、脳の活動データをビ

ッグデータとして、さまざまなＩＣＴ分野の新しい技術を生み出すという取り組みです。

脳計測技術というのは、これまで非常にばらばらに、各研究者が興味のもとにモデルド

リブンのものを証明するという立場で、脳活動データというのをとってまいりました。 

 それに対してＮＩＣＴは、今中長期計画からは脳の活動データをｆＭＲＩという装置

で、ある入力に対して定常的にデータをとっていきましてビッグデータ化し、そのビッ

グデータを解析することによって、その人の特徴ある脳の活動であるとか、脳の障害で
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あるとか、そういったものを読み出していこうというデータドリブン型のアプローチを

とり始めております。この結果、ほかの研究者がこのデータを取り扱えるような状態に

なりますので、広くオープンな形の研究が活性化すると考えております。 

 スライドの次をお願いします。その脳活動からどのようなビッグデータをつくるかと

いうことを示しております。入力といたしまして、映像であるとか、音楽であるとか、

言葉といったものを入力しますと、全脳の中でさまざまな活動が起こります。その活動

のパターンをｆＭＲＩという装置で取得します。それをデータベース化して蓄えていき

ます。これをやっていきますと、入力を私たちが知らない状態でも、脳の計測だけで、

その人がどういうことを考え、どういうものを見、どういうふうに感じているかという

のをある程度、推測するレベルまで来ております。 

 スライドの次をお願いします。その技術をさまざまな領域に対応しますと、ここで示

しますのは、ＮＴＴデータとやっています一つなんですが、ＣＭの価値評価というよう

なことができます。見ていた映像や動画に対して、その人がどういうふうに感じ、どう

いうふうに認識しているのかということを推測するもので、現在、ＮＴＴデータは、こ

れを商用サービスとして提供しております。 

 次、お願いします。さらに、このビッグデータを解析いたしますと、脳の中にネット

ワークを検出すること、抽出することができます。この抽出されたネットワークの活動

から、この人の脳の中で起こっているさまざまなトラブルであるとか、その人の傾向で

あるとか、そういったものが読み出せるレベルまで来ております。 

 これは慢性疼痛に対する映像ですが、慢性疼痛というのは、その部位がもう治ってい

ても、脳の中で痛みを生成するという特徴がありまして、そういったものが、脳の中の

解析をすることによって、生み出されます。ですから、治療の方法といたしましても、

患部を治療するよりも、脳の中のネットワークをどうやったら治療できるかというとこ

ろに主眼が移ってきます。これなどはビッグデータ解析による医学応用の一つの威力だ

と思っています。 

 次、お願いします。ここからは、ＮＩＣＴのセキュリティ分野の特徴であります、大

規模観測網を使ったセキュリティの研究とその分析に、業界との連携の仕方を示します。

私たちは、ここに示しますＮＩＣＴＥＲという観測網を持っています。世界最大級の３

０万という未使用アドレスを観測のポイントといたしまして、そこに飛んできますサイ

バー攻撃の情報を取得しまして、現在、世の中でどういうサイバーの脅威があるのかと
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いうことをモニターし続けております。 

 スライドの次をお願いします。この技術を、実際にはウエブ上で公開したり、データ

を一部公開したりしております。 

 次、お願いします。この分析技術をさまざまな業界、あるいは、特に地方自治体に対

してアラートを出すというような活動をするとともに、さらに、それぞれの組織内で起

こるサイバーに対するモニターとして、ＮＩＣＴＥＲ技術を使いますと、組織内で飛ん

でいるトラフィックが異常であるかどうかというようなことまでわかってきておりまし

て、この装置を用いまして、組織内でおかしな挙動があった場合、外に飛んでいくもの

を遮断するというような装置を開発しています。ＮＩＲＶＡＮＡ改というのですが、こ

の装置は広くさまざまな業界で導入されておりまして、現在、さらに世界的にも拡大し

つつあります。 

 次、お願いします。ここからは、学会系のサイエンスデータというところでのオープ

ンデータを現在、扱っております。ＮＩＣＴがやっています宇宙天気予報という分野が

あるんですが、それは、太陽の活動によって起こる磁気嵐などの脅威を防ぐために観測

しているものであります。この実験は、太陽で起こっているフレアの発生が磁気嵐に非

常に直結しますので、それを分析するＡＩ技術を開発しているということです。過去の

約３０万のデータを知識のベースといたしまして、現在観測されているフレアの挙動を

解析しております。 

 次、お願いします。もう一つ、ＮＩＣＴでは、リモートセンシングということで、Ｘ

バンドのフェーズドアレイレーダーを使った地表観測を行っております。例えば、耐災

害ということで、災害時に、この装置を飛行機に積んで飛ばしているわけですが、瞬時

に、どの部分で何が起こっているかということを、ＡＩを用いて検出し、地方自治体等

に情報を提供するという活動を行っております。 

 次、お願いします。ＮＩＣＴが今やっている主な活動を紹介してきたわけですが、Ｎ

ＩＣＴといたしましては、現在、この４つの課題について、特に注意を払いながらやっ

ているということと、これが最終的には大きな問題というか、重点的に取り組まなけれ

ばならない今後の課題だと考えています。 

 まず、オープンイノベーションといたしましては、分担、協調の部分と競争の部分を

どうつくるかということと、どうやってデータを維持して、どうやって外に出していく

か、そういうオープンイノベーションのそれぞれのツールをどう扱うかということに今、



 -24- 

苦慮しております。 

 次に、戦略性です。ＡＩの場合は、先ほど説明があったと思いますが、データ利活用

によって何を実現するかが非常に重要であります。ＮＩＣＴは情報通信の研究機構であ

りますので、出口イメージというのがほかの省庁等にあります。そういったところとの

連携を今後とっていかなければいけないということがありますので、そういった観点か

ら、何を実現し、何をデータとして、どういう取り組みをするのかという戦略性を最初

に立てるのが非常に重要であるということで、ここの人材の確保に努めております。 

 また、リソースのことといたしまして、関連分野の人材が払底しているということな

どがあります。 

 最後に、これをビジネスとして回す仕掛けが今後、重要になってくると考えられます。 

 すみません、少し長くなりました。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 ただいまのご説明につきまして、何かこの場で確認しておきたいというようなことは

ございますか。 

 では続きまして、「自然言語処理技術に関する動向」ということにつきまして、三菱総

合研究所の中村様から、ご説明をお願いいたします。 

○（株）三菱総合研究所（中村）  三菱総研の中村でございます。資料１３－５でご説

明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 最初は１ページ目、よろしくお願いいたします。実は私、人工知能技術戦略会議の下

の産業化ロードマップのタスクフォースにも参加させていただいておりまして、前回、

ちょうど、ＡＩに食べさせる情報、データをいかに集めるのかというところに議論が集

中して、そこがぬかっていたんじゃないかという話がかなりなされました。今日はそう

いった観点から、海外のほうで盛んに、最近だと音声のようなものでも、どんどん対話

型でデータが取得できるようなものが出てきておりますけれども、それの動向から、日

本の進むべき道というものについてのアラームみたいなものがお示しできればと思って

おります。 

 １ページに書いてありますとおり、今申し上げましたとおり、グーグル、アマゾンを

はじめ、インターネット上のデータ収集としては、プラットフォーマーと言われる人た

ちが来て、日本は負けている状態で、ごみとは言わないけれども、膨大なデータをただ

集めても大したことにならないと見ていたわけですが、ところが、最近、そういう形で
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はなくなってきていて、その膨大な、ほんとうにビッグデータの中から、解析のための

ＡＰＩが開放されて、そのＡＰＩで解析した結果なんかもどんどんフィードバックされ

るということ。そうすると、そのデータの中から、いわゆる弱いＡＩというようなとこ

ろだったのが、どんどんそこがさらにＡＩを生み出す、育てるといったような動きにな

ってきているというところがポイントだと思います。 

 古くは、アメリカをはじめとして、ＧＥとかアマゾン、グーグルなんかは戦略的にや

ってきているわけですけれども、最近の動きでいいますと、２ページ目にありますとお

り、アマゾンであれば画像認識、あるいは音声、それから自然言語処理といった形にど

んどん入ってきておりますし、グーグルでも、ニューラルネットワークによる翻訳であ

りますとか、あるいは、クラウドの自然言語ＡＰＩといったものを公開しながら、次の

段階に進んで、どんどんデータを集めてきている。フェイスブックについても、パーソ

ナルアシスタント、バイドゥも、こちらは医者にコンタクトするときのチャットボット、

それから、マイクロソフトさんは最近、プロジェクトオックスフォードという形で、音

声認識アシスタント機能も、皆さんご存じのとおり、かなり入り込んできている。それ

から、ＩＢＭさんも、いろいろなサービス分野でこれを使わせて新しい段階になり、Ａ

ＰＩも日本語化されて、ＰａａＳ上でそれを提供し始めている。 

 次、お願いします。単なるインターネット上のデータというのではなくて、チャット

ボットであるとか、パーソナルアシスタントであるとか、あるいは質問応答といった形

のツールがどんどん入ってきて、データ収集の精度とか、あるいは、それの意味するも

のを認識する技術がどんどんできております。加えて、下に書いてありますとおり、音

声、画像、応用技術のところも、今まさに発展しているところかなと思います。 

 次、お願いします。チャットボットを例にとりますと、プラットフォーマーにあるも

のを、上のサービス事業者さんが使って、人工知能が解析して返すという話になってい

ます。そうすると、プラットフォームのところをサービス事業者さんが、ＡＰＩの開放

とともに、解析したデータが通っていきますので、ますますプラットフォームのところ

にデータが拡充して、大きく充実していっているということになっていると思います。 

 次、お願いします。それと、自然言語処理活用サービスということで、ワトソンを使

った２つの医療の例を下に書いております。こういった形で医学の分野でも、日本のも

のではないものが先に使われて、実際の結果を生み出すようなことになってきている。 

 次、６ページをお願いします。それともう一つ、プラットフォームにデータを収集し
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ていく仕組みということで、データの蓄積が人工知能の高度化という形に、エコシステ

ムとして循環し始めているというところがかなり大きなポイントになろうかと思います。

先ほどＮＩＣＴさんから、そこら辺の取り組みをかなり説明していただいたと思うんで

すけれども、我が国的には、どちらかというと分野特化型で高品質なデータという形を

扱うという方向だと思います。ここの対比の中で、今後、そこだけではいけないのかな

というところになってきていると思われます。 

 次、お願いします。人工知能の整理ということで、先ほど申し上げましたとおり、「弱

いＡＩ」と「強いＡＩ」という表現があり、それぞれについて実用化段階に入っている

技術のものをプロットしたものでございます。要は、データが単なる烏合で集まってい

てもいけない。それが知識というものに編さんされ、さらにその知識が構造化されて、

それを次のクリエーティブな活動に使っていくという段階に行くわけですけれども、こ

れまで、データから始めなくてもいいのかなという話がちょっとあったのかなというと

ころが懸念されるところであり、高度な高品質の知識のところだけをやる、そこから始

めていくというアプローチではちょっと、間違ってはいないと思うんですけれども、ス

ピード感的に、力わざでやってきたところに抜かれてしまうのではないかというところ

が非常にポイントになろうかと思います。 

 次、お願いします。海外で主にやられていることを参照しながら、ちょっと危機感的

なお話をしました。大量データを収集、蓄積している。ＡＩ技術のクラウドサービスに

して、ＡＰＩを開放して、いろいろな分析がさらにそこに寄ってきて、これは日本語に

限らず世界各国語の翻訳技術なんかも伴っていますので、どんどん知識がそこを通って

いくような形になっている。そういったところで作られたＡＩが、そこら辺はコモディ

ティ化するから、それを後で使えばいいかというような議論も一部にあったと思います

けれども、そうそう手をこまねいているわけにいかないんじゃないかという段階を整理

させていただいております。 

 次、お願いします。主に右側の海外の現状といったところ、プラットフォームを活用

した大量のデータ、世界中に集めたデータ、これによる汎用ＡＩ開発というところに今、

そこがどうも、成功しそうだとは言いきれませんけれども、来ているという状況だと思

います。 

 それに比較しますと、我が国が、黄色いところですけれども、専門領域における高品

質の学習データ収集による専用ＡＩの品質向上というアプローチ、これに加えて、特に
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②の部分ですね。汎用ＡＩ、大量のビッグデータ、そこのプラットフォーマーのところ

から、ＡＰＩをかなり活用した形で、対象領域の抽出、あるいは、そこからデータをさ

らに磨いた形で引き込んできての専用ＡＩ等としての実用化という、②のアプローチが

必要ではないかということと、それから、③のところですね。先ほどもＮＩＣＴさんか

ら脳研究の話が出ていましたけれども、こういう形でのアルゴリズムであるとか、ある

いは、今のプラットフォーマーたちが集めているところにないようなデータ、こういっ

たものもここに持ち込みながらアプローチしていくといったところが必要なのではない

かということを整理させていただいております。 

 次、お願いします。医療の世界で、先ほどワトソンの例が若干出ましたけれども、あ

あいう形になると、日本の患者さんのデータとか、患者さんとやりとりされた医師の診

療データといったものが、どんどん外国の医療知識ベースのところとＡＩのところに吸

収されていいのかといったところが、例えば医療の分野では懸念されるところだと思い

ます。 

 次、お願いします。最終的に、一番下の欄に、外国企業による独占というような形で

書かせていただいておりますけれども、こういったところを相当危機感を持つ必要があ

ると考えられます。診療科目ごとにいってもそうですし、もともと、最後になりますか

らあれですけれども、ＧＥは先ほどジェット機の例にしましたけれども、医療機器も今、

多数やっていまして、画像診断サーバーは、アメリカから日本に出荷する際にＩＰアド

レスを教える必要があり、ファイアウオールを越えて日本のＩＰアドレスまで見に来て

いるとは思いたくないんですけれども、そういったことも可能なぐらいデータが見られ

ている可能性があります。――すみません、ここで１０分がタイムアップしてしまいま

した。 

 そういったことも戦略的にやられているところですので、心臓のペースメーカーなん

かも、データは全部アメリカで管理している例もございますし、最近だと手術室のダビ

ンチなんかも、あの操作記録がどういうふうに管理されているのかといったところも含

めて、非常に考えるところがあります。先日、８Ｋの手術映像というのを自治医大の永

井学長と一緒に撮っていましたけれども、あれを撮るときに、すごく大事なポイントを

おっしゃいまして、８Ｋの映像だけ撮っていただけではだめだと。要するに、執刀医が

いろいろしゃべりながらやっていて、こういうふうにはぐって、こういう順番でやって

いくんだよとか。それは自然言語処理で行われる知識になるわけですけれども、それと、
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リアリティー、身体性というか、そことセットのデータじゃないと、知識というか、次

の天才外科医を育てるためのものにはならない、あるいはＡＩに手術をやらせるための

知識にはならないというふうにおっしゃっていましたので、そういうデータについては、

今の海外のプラットフォーマーとか、まだ集めていないところだと思いますので、そう

いったところも注力して、今のプラットフォームにないようなデータもしっかりやって

いくというところも重要なポイントだろうと思われます。 

 これ以降は、これまでお話ししていたものの事例でございますので、以上で終了いた

します。ありがとうございました。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 ただいまのプレゼンテーションに関しまして、この場で確認しておきたいというよう

なことはございますか。 

 では続きまして、さまざまな分野を通じたデータ収集、分析、活用を図るためのデー

タビリティサイエンスを推進する大阪大学データビリティフロンティア機構長の八木教

授から、データビリティサイエンス構想についてご説明をお願いいたします。 

○大阪大学（八木）  よろしくお願いいたします。 

 今年４月に、Institute for Datability Scienceという組織を立ち上げました。日本

語名はデータビリティフロンティア機構です。 

 なぜ新しい機構をつくったかというのは、大学においても多様な学問分野があります

が、すべての分野において、必ずしも、データの利活用が進んでいるかというと、そう

いうわけではありません。すべての学問分野にて研究力を高めていくということを考え

ますと、データをいかに活用していくかということを真剣に考えていかないといけない

ということで組織をつくった次第です。 

 ５ページ目を見てもらいますと、データビリティサイエンスとはなにか、データビリ

ティという言葉は、２０１４年のドイツのハノーバーのセビットというエキシビジョン

で使われた言葉です。もう既にお話が出ていたと思いますが、この中で、サステナビリ

ティという話、それから、レスポンシビリティという話が出てきております。 

 データを扱っていく上では、継続的に活用できるようなリソース環境、これは、人も

環境も含めて用意していく、また、データのマネジメント、また、セキュリティ対策等、

対応していく必要があるということです。 

 あと、レスポンシビリティでは、ちゃんと社会問題というものを、例えばスマートシ
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ティ、ヘルスケアという問題を設定し、また、個人情報、プライバシーといった問題を

きっちりと扱う、そのことが非常に重要であるということです。これらの考えのもとに、

我々はデータビリティサイエンスを組織的に行っていきます。 

 実際に、４月につくってから、大阪大学でいろいろな分野において連携、強化による

学際研究を推進しようと進め、さらに、人材育成も行っていきたいと考えております。 

 組織自体は、ちょうどその次の６ページ目にございますが、データビリティコアとい

う部門があり、データビリティをやっていく上で中核技術である、知能情報、ＡＩに関

係する人たち、統計、数理に関係する人たちが、所属しています。もう一つは、プライ

バシー、個人情報を扱っていく上で、ＥＬＳＩの問題、倫理的・法的・社会的課題の問

題、あと、知財の問題を含めた、いわゆる社会技術というものを扱える人材。さらに、

実際にプラットフォームをつくっていく上でのネットワーク、データベース、計算機シ

ステム等の研究者が所属しています。 

 こういったデータビリティコア人材を、大阪大学の中から集まっていただいて、現在、

１１０名のメンバーが兼任という形で参画し、８つの分野、ヘルスサイエンス、バイオ

サイエンス等の方々と連携する中で、技術問題を解いていくということをやっておりま

す。今は兼任のみですが、１月に専任が１名、それから、４月にはまた専任が３名着任

し、組織としても本格的に稼働することができます。 

 その次のページを見ていただきますと、こちらの機構の中で、データビリティコアと

いうメンバーを軸にして、各分野でいろいろなプロジェクトを走らせております。大阪

大学の中にある多様な分野の方々との連携による研究を現実に進めております。 

 さて、この機構のミッションは一体何なのかということですが、こういった研究推進

における、研究者のマッチングが非常に重要となってきます。実際にいろいろな分野で

データを扱おうとしますと、そのデータ固有のノウハウというのが非常に重要で、現場

のノウハウとＡＩ等を含めたデータの統合、利活用が行える研究者とのマッチングを行

っております。 

 ２つ目には、良質のデータをつくっていくということも非常に重要です。我々は、オ

プトイン、また、匿名化処理によるデータ収集し、多様なデータを、２次利用可能なデ

ータベースとして、構築していくことを考えています。特に個人情報等を含むデータと

いうのは、一般の中でなかなかつくれないデータでありますので、大学の特徴である、

「公共性」を意識して、データ収集ができる体制をつくろうと考えています。 
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 最後に、大学では人材育成が極めて重要です。最初のところで申しましたが、全ての

データを利活用する上で、その分野固有の問題というのを理解していないといけないと

いうことから、私どもは、ＯＪＴによる課題解決型の実践プログラムというのを来年度

から走らせるべく、今、準備しているところです。 

 ９ページ目が、研究者マッチングの流れです。実際にデータビリティコアの研究者と

学内でこういうことをしたいよという人たちとのマッチングを行う。これは実際に学内

でクローズなリトリートを行います。先日も医学系の皆さんとは、７つぐらいのテーマ

が出てくる中で、データビリティからも２０人ほど興味を持つ研究者が集まって、現状、

手弁当でやっております、 

 ２つ目はデータのマッチングですね。学内には多様なデータがありますし、それから、

個別でデータをとったりしております。これを実際に高付加価値にしていこうという観

点から、関連するデータをうまく連結できるような形でデータベースを構築していくと

いうことを考えています。 

 医療分野におけるデータという意味では、１１ページ目にございますが、いわゆる臨

床データ、それから、バイオバンク等におけるデータ、それから、それをゲノム解析し

たデータ、そういったものを連結型で、もちろん匿名化しないといけないわけですが、

データをつくっていくことを学内的にも行おうとしています。 

 さらに、１２ページ目は、学内において、スマートキャンパスプロジェクトを推進し

ています。大阪大学内での人々の活動状況のセンシング、また、キャンパス内の多様な

ライフログ収集を行うべく、キャンパス内での情報インフラをすすめ、データの収集や

研究ができる環境づくりを行っております。 

 実際に、その次のページにございますが、吹田キャンパス内にはカメラや無線ＬＡＮ

等を設置し、データが収集できるような環境をつくっています。この場合でもやっぱり

重要になってくるのが、個人情報とプライバシーの問題で、きっちり配慮した形での運

用が現実には必要となります。 

 その次のページは、これも同じようにキャンパスのスマート化ですが、これはこれか

らやっていこうとしておりますが、大学のグラウンドのスマート化を行うということで、

いわゆるスポーツ分野と情報科学分野との間で、新たな研究、また、スポーツ時におけ

る障害予防等を意識したようなプロジェクトを推進する予定です。 

 将来、１５ページ目にございます、大阪の「うめきた」というところがライフデザイ
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ン・イノベーションということをキーワードに、産学官民、いわゆるトランスディシプ

リナリーな研究、また、ものづくり等が市民と協働する中でできる場というものを考え

ていこうというような計画もございまして、将来的にはこういうところにつながるのが

いいのではないかと個人的には思っております。 

 最後、人材育成なんですが、人材育成していく上で非常に重要になるのは、きっちり

とターゲットとなる問題を理解した上での総合的問題解決能力で、そのための教育プロ

グラムというものを、１７ページにございますように、用意していこうと、今、考えて

おります。 

 大学には、多様なＡＩ、また、統計、数理関係の教育プログラムがあります。こうい

った座学は、基本的知識獲得という点で非常に重要ですが、実際に利活用する能力を身

につけていこうとすると、マインドとかスキルというものが非常に重要となり、マイン

ドやスキルを身につけるためにＯＪＴ型の実践的人材育成をやっていこうと考えていま

す。具体的には、座学から得る知識を核とし、教育コンテンツとなる実データに基づい

た演習ないし実習をという、教育プログラムです。 

 この教育プログラムでは、実世界を表すいい実データをきっちり用意していくという

のが極めて重要で、我々の機構の大きな特徴かと思います。また、データサイエンスの

組織は、世界にも多数ありますが、ＥＬＳＩの問題とかを組織的に取り込んでいるとい

うのは多分、極めてまれだと思いますね。でも、社会の中で活用しようと思いますと、

そういった問題をきっちり扱うということも極めて重要だろうと思っております。 

 以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 ただいまのプレゼンテーションに関しまして、何かこの場で確認したいというような

ことはございますか。 

 では、さらに続きまして、事務局のほうから技術戦略委員会の今後の検討の方向につ

いてということで資料をご用意いただいておりますので、これにつきまして説明をお願

いいたします。 

○野崎技術政策課長  資料１３－７に基づいてご説明いたします。「技術戦略委員会の

今後の検討の方向について」でございます。 

 １ページ目でございますけれども、今後の検討としまして、２つの柱を考えておりま

す。１つ目は、木の絵がありますが、今後、多様なＩＣＴ機器やロボット等のインター
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フェースについては、対話や自然言語処理の技術が中核になってくるのではないかとい

うことを踏まえて、付加価値、経済価値を生み出す「葉」である次世代の人工知能につ

きましては、ＮＩＣＴの最先端の自然言語処理技術、脳情報通信技術等の社会実装を推

進していくための方策を検討するということを考えております。 

 また、次世代ＡＩを稼働させ、付加価値、経済成長を生み出すためには、その栄養分

であるデータを吸い上げる「根」が必要になるのではないかということを踏まえて、安

全に、利便性高く、持続的にデータを利用可能とするような環境（ＩＣＴデータビリテ

ィ）の推進方策を２つ目の柱として、来年の夏に向けて検討を進めたいと考えておりま

す。 

 その「根」につきましては、本日、まずはＮＴＴコムの境野さんから説明がありまし

たように、「ＩｏＴ×ユーザー」を推進するために、データ・ソフト・サービスの時代に

おいて、ユーザー企業が社内のデータをいかに確保してコントロールするか、ユーザー

企業のデータをどうやって見つけて活用していくか、どうやってデータを相互利用して

いくかについて、スマートＩｏＴ推進フォーラムのＩｏＴ人材育成分科会において検討

が進められておりますので、そこと連携して議論してまいりたいと思っております。 

 もう一つは、「脳×ＩＣＴ」を推進するために、人の脳をシステムとして捉えた脳情報

モデルをＮＩＣＴが構築しておりますが、そういうものを使い勝手よく提供して、例え

ば、感性評価や医療などの多様な分野における脳内空間のデータ利活用の推進を検討し

ていこうというものでございます。 

 さらに３つ目としまして、「宇宙×ＩＣＴに関する懇談会」と連携して、衛星データを

使い勝手よく民間企業に使っていただき、ＡＩやビッグデータ解析と掛け合わせて多様

なビジネスを創出していく、「宇宙×ＩＣＴ」の推進を検討していきます。 

 このような３つの分野等を例に取り上げて、ＩＣＴデータビリティをいかに推進して

いくのかということを検討していきたいと思っております。 

 ２ページ目でございます。次世代の人工知能社会実装の戦略を検討するために、ワー

キンググループを設置させていただければと考えております。検討は２つの柱から成り

ます。１つは自然言語処理技術でございますけれども、あらゆる機械、ＡＩとのインタ

ーフェースが対話型になってくる。これまで人類が蓄積してきた知見をＡＩに正確に伝

えないと正しい付加価値を生み出せない。そのためにも自然言語処理が極めて重要にな

ってきていることから、ＮＩＣＴの世界最先端の日本語の自然言語処理技術をいかに実
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装していくのかについて検討していきます。 

 もう一つは、脳情報通信技術として、ＭＲＩを用いた脳活動の解明によって、いろい

ろな分野でブレークスルーを起こす可能性があることから、マーケティングや設計生産

等の分野への迅速な社会実装の方策を検討していきたいと考えています。 

 ３ページ目でございますけれども、これは医療の分野を取り上げておりますが、先ほ

ど三菱総合研究所から御説明のありましたように、国内の大学病院等において、外国の

ＡＩシステムを使って、英語の医学論文とか診療報告等を自然言語処理で学習させて、

病気の診断支援をするようなプロジェクトが進んでおります。一方で、プロジェクトの

先生方からも、日本人の医療知識とか医学データが国外に流出してしまうことや、日本

語の自然言語処理に対応していないことについて心配の声が上がっております。政府の

未来投資会議でも、ビッグデータや自然言語処理等の人工知能を最大限活用して医療の

パラダイムシフトを起こすべきと提言されておりますので、そういうことも踏まえて、

自然言語処理技術の社会実装戦略について検討していければと考えています。 

 ４ページ目でございます。脳情報通信につきましては、益子理事から説明がありまし

たように、ＭＲＩによる脳の画像により、脳内のポイントの血流の増加によって何を知

覚しているかがおおよそわかるようになってきており、世界最先端の脳内情報データベ

ースが構築されつつあります。こういう技術は、既に客観的なＣＭ評価等で商用化され

ていますが、例えば自動車メーカーが車の開発段階で、試作車のデザインやマフラー音

をＭＲＩの被験者に視聴いただいて、脳が心地よいと感じているかどうかを判定し、顧

客の感性に訴えるような魅力的な製品設計を行うとか、日本のものづくりの再生、革新

に向けて非常に期待されている分野でございます。こういう分野についても社会実装戦

略を検討していきたいと思っております。 

 ５ページ目が、ワーキンググループの主な検討項目と今後の検討スケジュールでござ

います。 

 ６ページ目が、現段階までで固まっているワーキンググループの構成員でございます。

内閣府、文部科学省、経産省とも連携しまして、また、産総研、理研からもメンバーと

して入っていただきまして、連携して検討を進めていきたいと思っております。 

 最後のページが、今後のスケジュールでございます。ワーキンググループで次世代の

ＡＩ社会実装戦略等に関する報告案をまとめまして、この委員会で報告いただき、委員

会では、ＩＣＴデータビリティの推進方策等を中心に検討いただき、来年夏ごろに情報
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通信審議会の総会において答申をいただく方向で進めていきたいと思っております。 

 ご説明は以上でございます。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまいただきました一連のご説明に関しまして、ご質問、ご意見、ぜ

ひお願いいたしたいと思います。 

○佐々木構成員  佐々木です。４件のお話を聞かせていただいて、私が今までやってき

た中でぶつかっている悩みをどのように解いていけばよいのか考えるにあたり、質問さ

せていただきたいと思います。 

 一言で言って、言語の壁にぶち当たっているということです。大体は日本語ベースで

やっていくのですが、オープンデータについていえば、ほとんどが外国語であり、日本

語に翻訳しなければならないという言語の壁があります。さらに、日本では医療データ

などいろいろなデータはあるものの、オープンデータ化されているものが少ない。この

ような状況において、オープンなデータとクローズドのデータを、どのように言語の壁

を越えてどう知識化、データベース化していくかが重要な課題だと認識しています。 

 また、対話型AIの自然言語処理については、音声認識・翻訳・音声合成が必要となり

ますが、それぞれのデータベースがばらばらな状況では、音声認識が音声を認識できた

としても、その言葉の訳が辞書になければ翻訳できず、翻訳できたとしても、音声合成

がなければ応答できない。つまり、辞書のユニファイド化がされていないという問題が

あります。 

 これは早急に取り組まなければならない課題だと思います。また、新しい名詞が生ま

れている中で、継続的なメンテナンスもやっていく必要もあります。人間の場合は、自

分でメンテナンスしながら成長するのですが、機械の場合は、誰かが、あるいは人工知

能が、辞書のユニファイド化と継続的なメンテナンスをしていかないと活用できない、

あるいは、そこでとまってしまう可能性があり、このような点を悩みとして抱えている

ので、今回のお話しいただいた先生方のご意見をお伺いできればと思います。 

○相田主査  ありがとうございます。 

 どなたか、ご回答いただけるところはございますか。 

 では、益子さん、お願いします。 

○情報通信研究機構（益子）  ＮＩＣＴで今の言語データをどう扱っているかというの

は、お答えになるかどうかわかりませんけれども、現在、ＮＩＣＴではいろいろな企業、
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あるいは、いろいろな場面で出ている翻訳データを１点に集めまして、共通のデータベ

ースとして集約しようという努力をしています。そのデータを皆さんに使っていただこ

うということで、契約上オーケーなところだけなんですけれども、それを外部に公開し

ています。 

 この資料でもありますように、ＡＬＡＧＩＮというシステムを使って外部に公開して

います。この辺のデータは一応、統一されたものとして、今のところやっていますが、

これが標準化された、日本の標準的なものであるということは、まだ学会レベルで、共

通にしましょうというレベルでやっているというところです。 

 翻訳の話が今、出ましたけれども、常に新しくするということは、まさにそのとおり

でありまして、データを今後どのようにしてリフレッシュしていくのか、固有名詞をど

うやって入れていくのかというのは大変悩ましいところですが、今のところ、利用され

ている人たちのログをいただいて、それでリフレッシュするということと、入力するデ

ータに対しても、人工知能でスクリーニングをかけるような技術を開発しようという努

力をしております。 

 答えになっているかどうかわからないですが。 

○相田主査  ほかにどなたか、コメントいただける方、ございますでしょうか。 

 八木先生。 

○大阪大学（八木）  言語のデータではないんですけれども、少なくとも私どものとこ

ろで、スマートシティとかスポーツ科学の中では、映像のデータとか、バイタルデータ

とか、全くこれまで同時にとられてこなかったようなデータを、時間同期で収集してい

くこと、いわゆる連携された良質なデータ収集を行う予定です。 

○相田主査  佐々木構成員、よろしゅうございますか。 

 では、ほかの。岡構成員。 

○岡構成員  幾つものご説明をいただきまして、まことにありがとうございます。 

 私は、ＩＣＴというのは社会で使われて何ぼのものだろうというふうに思っておりま

して、ＮＩＣＴ様と一緒にやらせていただいている音声翻訳なども、ＮＩＣＴ様が音声

翻訳をやり始めたのは相当昔だと思うんですね。花開いたのは今年、去年ぐらいで、そ

の間も、何回もいろいろな総合技術何とか会議でもされていたり、随分昔からやられて

いたのに、なぜ今回、花が咲いたのか。 

 これは事業になるかどうか、我々も一生懸命やらせていただいていますけれども、ま
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だまだあまり見えていないところでもあるんですけれども、これは、やはり社会実装を

するときに、訪日外国人というものすごい、トレンドと言っていいのか、社会課題と言

っていいのかわかりませんけれども、それが明確にあったので、うまくいきかけている

んだと思うんですね。 

 今回の、例えば自然言語処理技術でも、脳情報通信技術を進化させていくというのは、

ものすごくいいことだと思うんですけれども、これの社会実装のテーマを決めることが

ものすごく重要だと思うんです。できることは、今の自動翻訳でも限られていて、例え

ば、自動翻訳で何でもかんでもできるわけじゃないんですよね。できるところという領

域をしっかり絞って、ここを社会実装していこうよというようなところの決め方がもの

すごくよかったのかなと思います。 

 ですから、次世代のＡＩ、あるいはデータビリティの場合でも、社会実装をどこの領

域でほんとうにやっていくんだというところをどう決めていくかというようなところが、

技術戦略じゃないのかもしれませんけれども、ものすごく成功には重要なことではない

のかなと思っていまして、コメントということで言わせていただきました。 

○相田主査  この件ですか。 

○ＫＤＤＩ（株）（宇佐見）  同じこの件で。ＫＤＤＩの宇佐見でございます。 

 今、岡構成員のおっしゃられたことは全くそのとおりだと思うと同時に、もう少し、

もっと強い言い方をすると、いわゆる技術戦略ですけれども、社会実装するのにいいテ

ーマを選ばれたというのが１つですけれども、前から言われていることですけれども、

ユーザー視点で、今の言葉で言うとＵＸ、ユーザーエクスペリエンスを最大値にするに

はどうするかという議論が、社会実装するために非常に重要で、むしろそこを磨くこと

が多分、グローバルでの競争力を上げる一番大きなポイントじゃないかと思っています。 

 まさに岡様と同じＮＩＣＴ、ＧＣＰの、私は社会実装の部会長を務めているんですけ

れども、卑近な例ですけれども、翻訳率で言うと、この場でどこまであれかわかりませ

んが、やはりＧＥ、あちらのほうが上がる場合があるんですけれども、例えばタクシー

に乗ったときの環境で絞っちゃえば、ほとんど間違えない状況をつくれます。それか、

電車に乗ったときに、電車特有のおくれる、非常に重要な情報だけにチューニングする

と。 

 そういう点と点をつないでいって、最後、インバウンドの方にどういうエクスペリエ

ンスを提供するのかとつなぐと、今の技術でも、どこまで行くと言えるし、最後、結果
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評価されるのは多分、そこの部分なので、新しいワーキングも非常に期待しますが、技

術の観点だけじゃない、ＵＸの観点での検討もぜひ大きく置いていただければと思いま

す。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 ほかに、ただいまの件につきまして、何か。 

○三谷構成員  社会実装というので、前々回ぐらいまでは車の自動運転ということで、

それがメーンの話題になっていたような感じがするんですが、今日の議論を聞いている

と、それはどこかへ消え去ってしまっているなという不思議な感じを１つ持つところで

ございますが、あと、３省連携体制ということで、そういった意味では、自動運転にＡ

Ｉ導入ですとかＩＣＴの導入があったわけで、そうすると、例えば国土交通省あたりも

入ってもらって４省連携体制で、一番日本が強そうな自動車産業を活性化していくとい

う方向性が少し出てきてもいいのかなと思う次第ですけれども、以上でございます。 

○相田主査  この件につきましては、何か事務局のほうからございますか。 

○野崎技術政策課長  ご指摘いただきました点は、今年の夏にとりまとめていただいた

「スマートＩｏＴ推進戦略」で打ち出した自律型モビリティシステムについてのお話か

と存じます。既にプロジェクトを開始しておりまして、オリンピックの前までに、横須

賀等のエリアにおいて、ロボットや電気自動車等のネットワーク制御型の実証実験を行

う予定です。また、自動走行につきましては、内閣府が主導する戦略的イノベーション

創造プログラム（SIP）の下、総務省、国交省、経産省、警察庁が進めておりますが、そ

の中でもＡＩを活用していくという話が出ております。 

○相田主査  私の理解でいいますと、資料１３－７のタイトルは「技術戦略委員会の今

後の検討の方向について」ですけれども、ここはどちらかというと、要するにそういう

連携の枠組みの中で、総務省が、あるいはＮＩＣＴが中心となってリードしていかなけ

ればいけないような研究というところにあるのかなということで、今のような分野も非

常に重要な分野であるんですけれども、かなりもう立ち上がっているということと、既

存のＳＩＰに任せておけばいいとまで言い切れるかどうかわかりませんけれども、とい

うことで一応、それは横に置いたということでご理解いただければいいのかなと思いま

す。 

○三谷構成員  わかりました。 
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○平田構成員  ＡＴＲの平田ですけれども、今と少し関係するんですけれども、まさに

今、相田主査がおっしゃられましたように、総務省として、あるいはＮＩＣＴとしての

強みをどう生かしていくといったときには、私は、自然言語処理等の情報科学、脳情報

通信技術といったところをしっかりとやっていくというのは今、時宜にかなっているか

なというふうに、まずは感じた次第です。 

 今日、お話を聞いて一番感じたのは、そういったところで社会実装をしっかりしてい

くためには、やはり良質のデータ、ビッグデータがぜひ必要だと。これも全く異論なく

て、ぜひいろいろな各方面から、そういったものをどうとるかという点と、創意工夫を

しながら、人工知能を活用して社会実装につなげていく、これもぜひ実行していただき

たい。もっとも、私どもＡＴＲのほうも、ご協力できるところはぜひ協力させていただ

きたいと思っているんですが。 

 ただ、もう一つ、前回の中間報告のときにも書いていたんですけれども、もちろん良

質なビッグデータを活用して、それに基づいて人工知能をしっかりと進めて、いろいろ

な社会実装をする、これは大事なんですけれども、前回の中間報告にあったのは、もう

一つアプローチがあるんじゃないかなと。 

 つまり、良質のスモールデータですね。ビッグデータではないようなものをどう活用

するかというのは、やっぱり並行して重要じゃないかなと。そこをしっかりやるために

は、人工知能そのもののブレークスルーも必要じゃないかなと。今の人工知能ブレーク

スルーでは、やっぱりビッグデータ、データがあれば、それをどう活用するかというと

ころが中心ですけれども、スモールデータ、限られた良質のデータを活用して、それに

よって、どのような形で生かしていくか。つまり、そういった点での人工知能といった

ものが必要じゃないかな。そのためのブレークスルーが必要ではないか。 

 そういった視点からの研究もぜひやっていただきたいなということで、繰り返しです

けれども、前回の報告と同じように、ビッグデータを前提にしたようなものはもちろん、

それと同時に、人工知能のブレークスルーにつながるようなものをぜひ並行してやって

いただきたいなというのが意見です。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございました。 

 私からも同じようなあれで、良質が何かということの定義という意味にもなるのかも

しれませんけれども、先ほど、次の駅は何とかですというのは、間違えてもあまり問題
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ないんですけれども、今、こういう理由で何分ぐらいとまっちゃいそうです、こっちに

乗りかえてくださいというのは、発話回数からいうと少ないんだけれども、それが正し

く翻訳されることのほうが非常に重要であるということで、集めた中に、これは間違え

ずに翻訳してほしいというようなものはあるんだと思うので、均一サンプリングじゃな

くて、そういうところを重点的にちゃんと集めて、それが確実に翻訳されるようにする。

そんなところが１つ重要なんじゃないかなと思います。 

 同じような話としては、先ほどのあれで、患者のデータについても、要するにアメリ

カ人の患者のデータはいっぱい手に入るんだけれども、日本人でどういう症状が出るか

というのがなかなかオンラインで入ってこない。それを、アメリカ人の患者のデータを

そのまま日本人に適用して大丈夫なのかというようなことについても、何らかの形で考

えていかなければいけない。 

 ＡＩのエンジンについても、先ほど、ＥＬＳＩというようなことがありましたけれど

も、いわゆる説明責任ですね。何でこういう結論になったんですかということを言える

ようにしていかないと、なかなか社会の意味で、受け入れていただくのは難しいんじゃ

ないかというようなところを、これから気をつけていかなければいけないんじゃないか

なと私も思いました。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

○日本電気（株）（加納）  ＮＥＣの加納でございます。 

 冒頭に三谷先生が、ＩｏＴだけでは不十分でというお話をされましたけれども、実は

アメリカでは、ＩｏＴの訳し方を、インターネット・オブ・シングズじゃなくて、イン

フォメーション・オペレーション・テクノロジーと言っているんですね。つまり、ＯＴ

とＩＴの融合という形で捉えてきている。これは何を示しているかというと、ほとんど

これから日本の経済や産業の価値シフトが起こるだろうというところです。三菱総研さ

んの発表の中にも、医療データが全部流れることによって医療情報が、医療、治療に関

することが全て海外につかまれてしまうという状況もある。 

 こういう中で、社会実装を考える上で、ＡＩやＩｏＴを実装しやすいアプリケーショ

ンを考えていくのではなくて、ナショナルプライオリティー、つまり国として優先すべ

き産業領域がどこにあるかということを、よく議論をしていただいて決定すべきではな

いかなと。拙速なアプリケーションへの実装といったところはぜひ避けるべきではない

かなと考えております。 
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 よろしくお願いいたします。 

○相田主査  では、境野さん。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（境野）  ＮＴＴコミュニケーションズの境野です。 

 今後の活動に向けた提案として、研究開発人材の国際化を提案したいと思います。日

本よりも新興国のほうが、社会的な課題は非常に幅が広いものがあります。あと、アメ

リカのＩＴ企業も、実際に開発しているエンジニアはインド人とかイスラエル人だった

りします。ドイツのインダストリー４.０も、世界中の企業が集まって、今、知恵を絞っ

て実験をやっていますので、そういった中で、日本人だけでＡＩとか人工知能を開発す

るというのは、量的にも質的にも、ちょっと限界があるかなと思っています。そういっ

た意味で、世界中から優秀な研究者を集めて開発するというプロジェクトを起こしても

いいかなと思います。 

 そのときに、知的財産をいかに日本に固定化させるかという工夫が必要なんですけれ

ども、参考になるのはアメリカの特許法です。アメリカの場合は、アメリカの国内で発

明された技術、発明したアイデアについては、真っ先にアメリカで特許を申請すること

というのが義務化されているんですね。日本で法律を変えなくても、研究者との個別契

約の中で、そういったことも可能になると思いますので、日本の国の中で共同開発プロ

ジェクトを起こして、新しい技術を世界の人たちと一緒につくっていくという取り組み

も必要かなと思います。 

 この委員会の中にも、外国人がいてもいいかなと思いました。以上です。 

○相田主査  ほかにいかがですか。 

○大阪大学（八木）  先ほど、良質のデータという話がございましたけれども、私も良

質のデータの必要性はすごく感じておりまして、例えば、医療のデータから脳のデータ

まできっちりとひもづいたデータベースができると、量は少なくても、新たな付加価値

によって新たな学問が生まれる可能性が高いと思うんですね。世界の中で流れている大

規模なデータというのは、世の中に沢山あるので、そういう意味で、脳データ、バイタ

ルデータか、さらに、日常の行動のデータを含めて、高付加価値なデータを用意するこ

とが、大きな新たな学問をつくるチャンスを生むと思っております。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。よろしゅうございますか。 

 それでは、時間もそろそろ少なくなってきましたので、議題でいいますと、まだ（２）

のうちなんでしょうか、資料１３－８ということで、先ほど資料１３－７の中でもご提
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案がございましたけれども、人工知能、特に社会実装というものに関して、より深い検

討を行っていただくということで、この委員会の下に、次世代人工知能社会実装ワーキ

ンググループというのを設置して、以下のとおり調査検討を行うということで、一応、

読み上げさせていただきます。 

 次世代人工知能社会実装ワーキンググループの検討事項ということで、自然言語処理

技術、脳情報通信技術等の次世代人工知能技術に関する取り組みの現状と課題を把握し、

今後の研究開発及び社会実装に向けた推進方策等について調査、検討を行うこととする

ということで、先ほどの１３－７の７ページのような顔ぶれということでワーキンググ

ループを設置したいと思いますけれども、よろしゅうございますでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 ワーキンググループの主任は主査が指名するということになっておりますので、ＮＩ

ＣＴの脳情報通信融合研究センター長の柳田様にお願いしたいということで、ご本人に

は既にご了承いただいておりますので、そのように進めさせていただきたいと思います。 

 

（３）その他 

 

○相田主査  ここまでが、議題でいいますと（２）ということで、あとはその他という

ことで、特に事務局のほうで用意いただいたものはございませんけれども、構成員の皆

様から何かございますでしょうか。よろしゅうございますか。 

 それでは、次回の会合等につきまして、事務局のほうからご説明をお願いいたします。 

○事務局  ありがとうございました。 

 次回の会合につきましては、改めてご案内させていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 

閉  会 

 

○相田主査  ほかにございませんでしょうか。 

 それでは、本日の会合を以上で終了させていただきたいと思います。どうもありがと

うございました。 


